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１．理念・目的  

１－１ 教育目標 

≪現状説明≫  

教育目標は２０１０年度に整備を行い，公開をしている．共通学群の教育目標は以下のように定めて

いる．「工学部の全ての学生を対象に，高度な専門分野を学ぶために必要な基礎力を養う分野と，専門

領域を超えた学際的な分野の教育を展開することを教育の主たる目的にしている．具体的には，数学科

目，物理学科目，化学科目（以上数理専門基礎科目），英語科目，情報系科目，人文社会系科目，体育・

健康科目，教職科目といった科目を通して，４年間の学習に必要な基礎力を鍛え，さらに，工学の基礎

の上に広い視野と柔軟な思考力・応用力を持って社会に羽ばたく人材の育成を目指している．」 

これを受け，英語科目ではその教育目標を次のように定めている．「グローバルに活躍する技術者に

必要な英語コミュニケーション能力を備えた人材育成を教育研究の目的としている．確かな基礎力の上

に，将来的ニーズや興味に即した英語力，工学研究や実務につながる応用力をつけるために，段階的な

科目を開講している．」 

 

≪点検・評価≫  

共通学群および英語科目の教育目標は，２００９年度の学群制度の導入を契機に整備されて現在に至

っている．現在の教育目標は，工学部の掲げる「豊かな教養を涵養する体系的学習」「他者との共生」

という教育方針や社会の要請に十分に沿ったものと認識している． 

 

≪将来に向けた発展方策≫  

共通学群会議および英語科目担当者会議を中心に，学部の教育方針および社会の要請を反映した教育

目標の恒常的な見直しを行う． 

 

≪根拠資料≫  

学修の手引２０１６年度版 

２０１０年度共通学群議事録 

 

２．教員・教員組織  

２－１ 方針に沿った教員構成，能力・資質等の明確化  

≪現状説明≫  

工学部英語科目の専任教員の定数は６名となっており，２０１６年度は教授２名，准教授３名，助教

1 名の６名で構成されている．工学での博士号取得者が４名，言語学での修士号取得者が１名，英語教

育学での修士号取得者が１名である．全員が大学院レベルで英語教育を専攻している．２０１６年度後

期は、２名の専任教員が産前産後休暇を取ったことによる欠員を補充するため特任教員２名（特任講師

１名、特任助教１名）が組織構成メンバーとなった．２０１５年度に英語授業を担当している非常勤教

員数は３３名である．非常勤教員全てが，英語教育学，教育学，言語学もしくは英文学で修士号を取得

している．また，全員が日本の大学レベルで１年以上の教授経験がある．非常勤講師の採用は公募を行

い，教育研究業績を精査するとともに面接を行った上候補者を決定，資格審査委員会を経て，教授会で

承認を得ている．加えて，次年度の授業担当を依頼する際に，教育および研究に関する業績書の提出を

毎年義務付け，能力や資質を評価している． 



2 

 

≪点検評価≫  

英語授業のカリキュラムおよび内容の決定と授業担当については，専任教員の経歴および業績から判

断して，現在の教員構成は適切と思われるが，カリキュラムや授業の評価と改善については，専門の教

員の雇用もしくは現在の教員の専門性向上が必要と考えられる．２００９年度より大学院での英語科目

が開講されたが，大学院授業担当に資する専任教員は新規教員雇用と教員の博士号取得により増加して

いる．非常勤教員については，教育研究業績書からは，教育能力や資質の把握が難しい場合もあるため，

評価を行う別の方策が必要である．専任の学部英語授業の担当コマ数は，半期で６コマから７コマであ

る．専任と非常勤の授業坦当割合であるが，２０１５年度に専任教員が担当した英語授業コマ数は，全

体の２３％である．専任教員の定数６名が満たされていたとしても，非常勤教員への依存度は３０％程

度であるので，改善が必要と思われる．また, 学内 FD 活動の取組や「グローバル人材育成推進事業」

および，それに続く２０１４年度秋より始まった「スーパーグローバル大学創成支援事業」における学

生の英語力強化・学内の国際化・学生の海外派遣の取組に，英語科目教員が積極的に参加し大きな寄与

をしている．英語科目専任教員の構成員のほとんどが女性教員であることから，２０１３年度より始ま

った「女性研究者研究活動支援事業」の取組にも参加し，事業推進を担っている．また、２０１４年に

採択された「大学教育再生加速プログラム（AP）」の取り組みにも英語科目専任教員が参加している。

英語科目の運営に加え，こうした学内の諸プロジェクトの増加にともなう英語科目教員の業務増に対応

した専任教員数の増加がなされておらず，改善が必要である． 

 

≪将来に向けた発展方策≫  

カリキュラムや授業の評価と改善に対応するため，教育学系学会での研究発表や参加を通じて専門教

員の知識や資質を高める取組を行っている．非常勤教員への高い依存度の軽減や英語科目専任教員の業

務負担増への対応については，英語専任教員定数の増加をお願いしているが現在まで認められていない． 

 

≪根拠資料≫  

２０１６年度英語科目会議議事録 

 

３．教育の内容・方法・成果  

３－１ 学習・教育目標とカリキュラムの整合性 （教育体系の構築） 

≪現状説明≫  

共通学群科目の基本方針に従って，英語科目ではグローバルに活躍する技術者に必要な英語コミュニ

ケーション能力を備えた人材育成を教育目標としている．全新入学生にプレイスメントテストとして

TOEIC IP を受験させ，そのスコアをもとにレベル別授業を行っている．基礎力の養成が必要とされる

学生には，基底科目「英語 L&S」および「英語 R&W」の科目を週２回の授業として開講している．基

礎力を保持して入学したと判断された学生については，英語力レベルに応じたクラス編成の基底認定対

応科目「Listening & Speaking I」および「Reading & Writing I」をそれぞれ週に１回開講している．

基底科目，基底認定対応科目のいずれかの単位取得が必須となっている．基底科目の認定を得た学生が

履修する科目として，上達 I 科目群と上達 II 科目群を開講している．上達 II は，より高い英語力の学

生を対象としており，TOEIC ５００点前後の英語力を受講目安としてシラバスに明記している．上達
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I では，基底認定対応科目を含む Listening & Speaking 系３科目，Reading & Writing 系５科目，英語

総合系４科目と TOEIC 対策２科目を開講している．上達 II では Listening & Speaking 系３科目，

Reading & Writing 系４科目，TOEIC 対策１科目を開講している．専門科目より要望が多かった

Reading および Writing スキル向上のため，Reading & Writing 系のコマ数を多く用意している． 

現状のカリキュラムでは，１，２年次で一般的なコンテクストでの Listening と Speaking 力および

Reading と Writing 力の養成を図っている．工学系コンテクストでの英語力を養う科目としては，「工

学英語 IA」「工学英語 IB」と学術論文執筆演習を行う「Writing II」，工学の内容を英語で発表する

「Presentation II」があり，主に２年次後半以降を対象とした科目である．Reading 系の科目でも工学

系の内容を取り入れているが，現状では学生の専門に準拠したものにはなっていない．学生の専門科目

における英語ニーズに対応すべく，２０１１年度より「工学英語 IB」は，専門学群ごとに時間割を編成

し，専門に近い内容を柔軟に追加できるように工夫した．その他の英語科目としては，大学院の共通科

目である「Advanced Research Paper Writing ＆Presentation」と「理系英語論文の読解と応用」が英

語科目教員担当授業である． 

「スーパーグローバル大学創成支援事業」で目標とする学生の英語力（TOEIC スコア）を達成する

ため，学生課・学術情報センターの協力を得て TOEIC スコアの自動集計システムを利用し，２０１５

年度後期より TOEIC IP を正課授業「TOEIC IB」に，２０１６年度より正課授業「TOEIC IA」「TOEIC 

II」に取り入れ最終成績に反映している． 

 

≪点検評価≫  

現状のカリキュラムでは，１，２年次で一般的なコンテクストでの英語力の養成が主となっている．

教育目標である技術者に必要な英語コミュニケーション能力の養成には，専門科目に準拠した英語科目

を１，２年次対象に増やす必要がある．豊洲キャンパスで開講している科目では，英語学力が大きく異

なる学生の混在がみられるため，能力にあったクラスで学べるようカリキュラム上での工夫の検討をさ

らに進める必要がある．また，JABEE 対応カリキュラムを行う専門学科においては，英語科目の必要

取得単位数が増え，英語の授業を履修する３年次以上の学生が増えたため，２０１４年度以降には豊洲

キャンパスでの上達 I の開講コマ数を増加したが，２０１６年度は特定の科目・曜日・時限に履修者の

偏り，特に土曜日の履修者数の減少が見られたため，今後さらに豊洲の３年次以上の学生のニーズを把

握し，科目配置をしていく必要がある． 

 

≪将来に向けた発展方策≫  

２０１１年度から開講した２年次対象科目「工学英語 IB」では，FD・SD 助成プロジェクトで開発

した専門カリキュラム対応の教材を副教材として使用している．また，「工学英語」を学科推奨科目と

すること，２００８年度に行ったものと同様の専門学科英語ニーズへの調査と，英語授業における専門

教員との連携の可能性についても模索中である．学生が自分の学力に見合った授業を選択できるように

クラスのレベルの指標を示せるようなしくみを引き続き検討していく．また，「スーパーグローバル大

学創成支援事業」で目標とする学生の英語力（TOEIC スコア）達成のため，２０１７年度からは TOEIC 

IP を必修授業「Reading & Writing I」に取り入れ最終成績に反映していく． 

 

≪根拠資料≫  
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学修の手引２０１６年度版【英語関連の開講科目】  

２０１６年度英語科目シラバス 

２０１６年度５，６，７月英語科目会議議事録 

 

３－２  授業科目と担当教員の整合性  

≪現状説明≫  

Listening および Speaking を中心とする授業科目の担当は，英語の native speaker もしくは

near-native の英語能力がある日本人教員が担当している．Reading を中心とする科目は主に日本人の

教員が担当しているが，上達科目 II の reading は native speaker もしくは near-native の英語能力が

ある日本人教員が担当している．Writing を中心とする科目は，英語の native speaker もしくは

near-native の英語能力がある日本人教員が担当している．TOEIC 対策科目，「工学英語」，基底科目，

基底認定対応科目の再履修クラスは基本的に日本人教員が担当している．専任教員，非常勤講師ともに，

経歴，教育および研究業績を基にその適性を判断し，担当授業を決定している． 

 

≪点検評価≫  

担当教員の経歴，教育研究業績から，英語授業科目全般において担当教員は適切であると思われる．

現状では，基底科目「英語 L&S」「英語 R&W」の再履修クラスは，その時間割編成上の制約により，

非常勤が担当しているクラスがあるが，学生へのサポート体制がとりやすい専任教員が担当した方が望

ましい．また，工学系および工学関連の workplace English 授業の開講に向け，担当できる教員（非常

勤を含む）の雇用および教育が必要である． 

 

≪将来に向けた発展方策≫  

専任教員が再履修クラスを担当できるように時間割編成の検討を行う予定である． 

 

≪根拠資料≫  

２０１６年度工学部時間割  

２０１６年度９，１０月英語科目会議議事録  

 

３－３  シラバスに基づく授業の実施  

≪現状説明≫  

全ての英語科目でシラバスに基づいた授業を実施している．シラバスは，専任教員が精査し決定をし

ている．非常勤講師に対しては２月に次年度のシラバスを送付し，４月初めに実施する説明会において，

シラバスに基づいた授業実施をお願いしている． 

 

≪点検評価≫  

学生による授業アンケート項目の「この授業は明確な目的と全体計画に沿って行われましたか」に対

する評価平均が４以上であることから，シラバスに基づいた英語授業が実施されていると判断している． 

 

≪将来に向けた発展方策≫  
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今後もシラバスに基づいた授業の実施を行うとともに，説明会や意見交換会を通じて非常勤講師への

理解と徹底を図る． 

 

≪根拠資料≫  

２０１６年度授業シラバス 

２０１６年度授業アンケート結果 

２０１６Basic Information for Teachers （担当者打ち合わせ会配布資料） 

 

３－４  卒業研究の指導状況  

≪現状説明≫  

２０１６年度は，英語科目の教員は研究室配属の形では卒業研究指導を行っていないが，専門学科や

他学部からの依頼を受けて卒業研究に関連する指導の一部（関連の先行研究論文購読や内容解説，論文

作成，発表，アンケート・インタビュー調査など）を担っている． 

 

≪点検評価≫  

工学的手法を用いて言語コミュニケーション，言語教育，言語獲得，言語データ分析の研究分野で研

究活動を行っている英語科目の専任教員が卒業研究指導を行うことが可能である． 

 

≪根拠資料≫  

教員・教育・研究業績評価データベース 

 

３－５ 具体的な取組内容と成果 （ＦＤ／授業改善） 

≪現状説明≫  

２０１１年度から開講の科目「工学英語」のために，専門学群でのカリキュラム内容に即した英語教

材の開発，本学のグローバル事業に対応したグローバルコミュニケーションアセスメントの研究を

FD・SD 助成プロジェクトとして専門教員と共に行ってきている．また，各授業の内容や教科書，シラ

バスの点検を毎年１１月に行っている．非常勤講師との勉強会や意見交換を年に１回以上行っているほ

か，個々の非常勤との意見交換は週に１度程度行っている．専任教員内で授業内容や教材等に関する情

報交換を頻繁に行い，授業改善を図っている．専任教員を中心に，学内外の FD 関連の講演会，セミナ

ー，勉強会に参加をしている．また，統一教科書を用いる授業では，専任教員や非常勤講師が作成した

副教材を担当者全員が共有できるようにしている．具体的には，紙媒体の共通教材や授業の進め方の手

引きなどを入れたフォルダーやデジタル化した教材を入れた USB 記憶媒体を講師室に置き，また教材

や教材に関する情報をメールで授業担当者全員に送付し，授業改善の一助となるようにしている．英語

科目のホームページを２０１１年度に立ち上げ，シラバスと教材の共有をしている．毎年度末には，非

常勤講師を交え，授業の内容や運営についての問題を共有し授業改善方法などについて議論する意見交

換会を開催している． 

 

≪点検評価≫  

上記の活動が示すように，科目内教員の FD に対する意識は高いと思われる．しかし，英語授業コマ
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数の約７０％を非常勤講師が担当しているため，更なる授業改善のためには非常勤講師とともに FD 活

動を行う機会を増やす必要性がある． 

 

≪将来に向けた発展方策≫  

今後も勉強会の実施や FD 関連の学会，講習会や研究会等への参加を科目内で促すとともに，非常勤

講師に対しても FD 関連活動への参加をお願いする． 

 

≪根拠資料≫  

２０１６年度１２月英語科目会議議事録  

非常勤講師室設置の英語授業教材フォルダーおよびUSBメモリー 

英語科目ホームページ： http://sit-english.sakura.ne.jp/ 

 

３－６  学生支援 

≪現状説明≫  

英語科目では，学生の学修支援のため学習サポート室を設けている．学習サポート室は，月曜から金

曜日の１４時４０分から１７時５０分まで開いており，１名の教育イノベーション推進センター所属の

特任教員と非常勤講師２名が担当者として常駐している．英語科目では専任教員のうち１名を学習サポ

ート室担当とし，必要に応じてミニ講座の開設や支援を行っているほか，学習サポート室指導記録を科

目の会議で報告している．学習サポート室特任教員の選定，講座内容や教材選択などは英語科目のカリ

キュラムに従って専任教員が行っており，必要な備品購入についても英語科目がサポートしている．授

業でチラシを全学生に配布し，また学業不振の学生には Recommendation Sheet を渡すことによって

学習サポート室での学修を促している． 

加えて，専任教員全てがオフィスアワーを設定しているほか，非常勤講師も含めて全員の教員が授業

前後に学生からの質問に応じている．認定の取得を必要とする基底科目については，場合により所属学

科主任を通じて担任に報告を行っている．また，担任や学科の要請を受けて英語科目の教員が学生の面

談をする場合もある． 

 

≪点検評価≫  

オフィスアワーや面談，質問の時間を設けるなどの方法に加えて，学習サポート室での学修支援を通

じて，学生支援の試みは十分に行われていると思われる．学習サポート室に関しては，学生の利用頻度

が後期は低いため，学習サポート室がより利用しやすい時間帯や講座を設定すること，また，利用を促

すため英語の授業内容と学習サポート室が連携を行えるような授業設計の工夫が必要である．その一環

として２０１６年度には TOEIC ミニ講座を企画し，学習サポート室の利用者の増加があった． 

 

≪将来に向けた発展方策≫  

学生にとって学習サポート室がより利用しやすい時間帯の設定を試みる．また，学習サポート室での

講座内容に学生の希望を反映させる．さらに，授業との連携がとれるような授業内容を今後も検討し，

学生の英語学習サポート室の利用率を高める．加えて，英語科目のホームページで，英語学習に役立つ

情報（海外研修情報，学内無料 TOEIC IP 実施情報など）を発信できるよう検討をする． 
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≪根拠資料≫  

２０１６年度２月英語科目会議議事録 

２０１６年度学習サポート室指導記録 

 


